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線維芽細胞のミトコンドリア、ゴルジ体、核

ミトコンドリアが互いに融合（Fusion）して細長く伸びているときは、エネ
ルギー（ATP）需要の多い時であり、細長くなることによって表面積が増
えたり、内部の密度が高まるため、物質のやり取りを迅速に行える。

ミトコンドリアが分裂するのは、エネルギー（ATP）需要の少ない
ときであり、それは主に心身が休息しているときである。

健全な部分のみに
なったミトコンドリア
は再び体積を増し、
融合することになる。

分裂する前に、壊れた部分
が片側に寄せられ、切り離
されて処分される。

（原図の出典：
https://doi.org/10.3389/fmolb.
2023.1241225、一部改変）

ミトコンドリアの品質管理を
促すためには、メリハリの
ある生活をすることが必要
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